戦争についての私の意見書
量子力学や核融合を中心に
3学年 社会科　3年（6）組（22）番　なまえ（　橋田　啓　　）
課題0｜出発点の記録
それぞれの国の権力者が自分/自分たちの利益のために起こすもので実際に戦地へ行く人はほぼ必ず社会的地位が低い順で出兵すると考えました。
課題1｜分岐点の年表 ── 戦争は、どこで「始まって」しまったのか
第一次世界大戦とその前後（1905〜1933年）
	年（月）
	★
	世界・日本の出来事
	学問・新兵器と科学者の動き

	1905年
	
	
	アインシュタインが、物質はとても大きなエネルギーに変わりうることを示す式「E=mc²」を発表する。光が「粒」でもあるという考えも発表し、のちの量子力学の出発点の一つになる。

	1913年
	
	
	ドイツで化学者ハーバーが研究してボッシュが工業化した方法で空気中の窒素からアンモニアを大量につくれるようになる。肥料にも火薬の原料にもなる技術だった。

	1914年6〜8月
	
	サラエボ事件（6月）をきっかけに第一次世界大戦が始まる。日本も日英同盟を理由にドイツに宣戦。（8月）
	イギリスの海上封鎖で、ドイツはチリから火薬の原料（硝石）を輸入できなくなる。しかしハーバー・ボッシュ法のアンモニアで肥料と火薬をつくり続けた。

	1914年10月
	
	ドイツの学者・芸術家93人が、自国の戦争を正しいとする宣言を発表する。
	ハーバーも署名した。アインシュタインは加わらず、ヨーロッパ全体の団結を呼びかける反対の宣言に署名したが、署名者はわずか4人だった。

	1915年4月
	★
	ドイツ軍がベルギーのイープルで塩素ガスを大規模に使って本格的な毒ガス戦が始まる。
	開発と使用を指揮したのはハーバー。1899年のハーグ宣言は「毒ガスを広げるための砲弾」を禁止していたが、ドイツはボンベからガスを流すことで、このルールのすき間をついた。

	1918年11月
	
	ドイツが休戦協定を結び、第一次世界大戦が終わる。
	戦争の間に、イギリスなども毒ガスを使うようになり、毒ガスは両方の陣営の兵器になっていた。

	1919年
	
	ベルサイユ条約。ドイツは領土や植民地を失った+巨額の賠償金を課される。
	ハーバーが、アンモニア合成の研究でノーベル化学賞（1918年）を受ける。毒ガスを理由に、受賞を批判する声もあった。11月、日食の観測で一般相対性理論が確かめられ、アインシュタインが世界的に有名になる。

	1925年
	
	ジュネーブ議定書が結ばれ（6月）戦争で毒ガスや細菌兵器を使うことが禁止される。ただし、つくることや持つことは禁止されなかった。
	ハイゼンベルクやシュレーディンガーが原子の世界のしくみを説明する「量子力学」をつくりあげていく（1925〜26年）

	1927年
	
	
	オッペンハイマーが、ドイツのゲッティンゲン大学で量子力学の研究により博士号をとる。アインシュタインは量子力学の「確率」の考え方に納得せず「神はサイコロを振らない」と書いていた。

	1929年10月
	
	世界恐慌が始まる。ドイツでは失業者があふれてナチスが支持を急速に伸ばす。
	

	1931年9月
	
	満州事変。日本軍が満州を占領していく。
	

	1932年
	
	
	イギリスのチャドウィックが原子核をつくる粒の一つ「中性子」を発見する（2月）。原子核を割る「弾」になるものだった。7月にアインシュタインが心理学者フロイトに「人類を戦争の脅威から救う方法はあるのか」と手紙で問いかける。

	1933年
	★
	ドイツでヒトラーが首相になる（1月）。日本が国際連盟からの脱退を通告し（3月）ドイツも脱退する（10月）
	4月ナチスの法律でユダヤ系の学者が大学から追われ、相対性理論は「ユダヤ人の物理学」と攻撃される。アインシュタインはドイツに戻らずアメリカへ移ってハーバーも職を辞めてドイツを去った（次の年でスイスで死ぬ）。9月ロンドンに逃れたシラードが、中性子の「連鎖反応」で巨大なエネルギーを取り出す考えを思いつく。


第二次世界大戦とその前後（1937〜1955年）
	年（月）
	★
	世界・日本の出来事
	学問・新兵器と科学者の動き

	1937年7月
	
	日中戦争が始まる。
	この戦争の中で日本軍が毒ガス（化学兵器）を使ったことがあとに明らかになった。

	1938年12月
	
	
	ドイツのハーンがウランの原子核が二つに割れる「核分裂」を発見する。ナチスから逃れていたマイトナーとフリッシュが、アインシュタインのE=mc²を使い、核分裂で巨大なエネルギーが出ることの論文を書いた

	1939年8〜9月
	
	独ソ不可侵条約。（8月）ドイツがポーランドに侵攻し、第二次世界大戦が始まる。（9月）
	アインシュタインがシラードに頼まれ、「ドイツが原子爆弾をつくるかもしれない」とルーズベルト大統領に警告する手紙に署名した。

	1941年
	
	日本が真珠湾攻撃を行って太平洋戦争が始まる。（12月）
	日本でも陸軍が理化学研究所に原爆の研究を依頼する（4月）1943年から仁科芳雄らが研究したけど材料のウランを濃縮できず完成にはほど遠かった。

	1942年
	
	アメリカで原子爆弾をつくる「マンハッタン計画」が本格化する。十万人以上が関わるが、働く人の多くは何をつくっているのかを知らされなかった。
	12月、フェルミが核分裂の連鎖反応を人工的に続けることに初めて成功する。

	1943年
	
	日本で、文系の大学生の兵役の先のばしが停止され、学生が軍隊に入る。（学徒出陣）理系の学生は、研究に必要だとして先のばしが続いた。
	原爆を設計するロスアラモス研究所が開かれ、オッペンハイマーが所長になる。アインシュタインは安全上の理由で計画に加えられなかった。

	1944年末
	
	連合国の調査でドイツの原爆開発がほとんど進んでいないことがわかる。
	それでも計画は止まらなかった。科学者ロートブラットは参加した理由がなくなったとして研究所を去る。良心を理由に計画を離れたただ一人の科学者といわれる。

	1945年6〜7月
	★
	7月16日にアメリカが世界初の核実験に成功。26日にポツダム宣言が出さたが日本政府は28日にこれを「黙殺」すると発表する。
	6月、一部の科学者が人のいない場所で威力を見せるべきだと報告した。しかしオッペンハイマー含んだ4人の科学顧問団は「直接の軍事使用のほかに受け入れられる方法はない」と答えた。7月シラードたち70人が署名した大統領への請願は大統領に届かなかった。

	1945年8月
	
	6日に広島、9日に長崎へ原子爆弾が投下される。8日、ソ連が日本に宣戦。15日日本の降伏が国民に伝えられる。
	1945年末までに広島で約14万人長崎で7万3884人が亡くなったと考えられてる。核分裂の発見からたっった6年8か月後のことだった。10月、オッペンハイマーはトルーマン大統領に自分の手が血で汚れていると感じると伝えたが大統領は取り合わなかった。

	1946年
	
	
	オッペンハイマーが中心になって、原子力を国際機関で管理する案をまとめる。国連でも話し合われたがソ連の反対で実現しなかった。（12月）

	1949〜50年
	
	ソ連が原爆実験に成功。（1949年8月）トルーマン大統領がさらに強力な水素爆弾（水爆）の開発を指示する。（1950年1月）
	オッペンハイマーが委員長を務める委員会は水爆の開発に反対していたが、受け入れられなかった。

	1954年
	
	アメリカのビキニ環礁での水爆実験で、日本の漁船「第五福竜丸」の乗組員23人が被爆。（3月）原水爆禁止を求める署名運動が全国に広がる。
	オッペンハイマーは、水爆に反対したことなども問題にされ、国の機密にかかわる資格を取り上げられる。

	1955年
	
	
	アインシュタインが亡くなる1週間前に署名した「ラッセル＝アインシュタイン宣言」が7月に発表される。核兵器による人類の危機を訴え、湯川秀樹も署名した。


上の出来事に★をつけた理由
★① 1915年4月　毒ガス（第一次世界大戦が「科学の戦争」へ広がった分岐点）
【なぜ分岐点か】　
第一次世界大戦は、学問が大量に人を殺す兵器になった最初の戦争でした。ハーバーは「平和なときには、科学者は世界のものだ。しかし戦争のときには、祖国のものだ」と言ったらしくて自分の化学を毒ガスに使いました。1899年のハーグ宣言は毒ガスの砲弾を禁止していたのにドイツは「ボンベから流すなら砲弾ではない」と行ってルールのすきをつきました。一度使われるとイギリスなども毒ガスで応じて「相手より強い化学兵器を」という競争が始まりました。
【もし〜していれば…】　
もし、ハーグ宣言を「毒ガスで人を苦しめてはならない」という目的どおりに守って科学者たちが93人の宣言ではなくアインシュタインの側に立っていれば毒ガスは使われずに「科学者が兵器をつくるのは当たり前」という流れも生まれなかったかもしれません。
★② 1933年　ナチスの人種思想が物理学者たちを国外へ追い出した（核兵器の開発競争へつながった分岐点）
【なぜ分岐点か】　
ナチスはユダヤ系の学者を大学から追い出し、アインシュタインの相対性理論を「ユダヤ人の物理学」と攻撃しました。祖国のために毒ガスまでつくったハーバーでさえユダヤ系だったので辞職しました。ドイツを去ったアインシュタインやシラードなどはドイツの物理学の力とナチスの恐ろしさをよく知っていたからこそナチスが先に「原爆をつくる」ことを何より恐れました。その恐怖が1939年の大統領への手紙となってアメリカの原爆開発につながりました。思想が学問の行き先を変えちゃったのだと思いました。
【もし〜していれば…】　もしドイツが人種で科学者を追い出さずに国境をこえた研究の交流を続けていれば科学者たちは互いの研究を見ることができて「相手が先につくるかもしれない」という恐怖だけで原爆開発に走ることはなかったかもしれません。実際ドイツの原爆開発はほとんど進んでいませんでした。
★③ 1945年6〜7月　原爆を「どう使うか」の判断が、科学者の手を離れた（被害が広がった分岐点）
【なぜ分岐点か】　
量子力学と原子核の学問から生まれた原爆は完成手前でした。科学者の中では人のいない場所で威力を見せるべきだ、条件を示す前に使うべきではないという声がありました。しかし科学顧問団は、直接の軍事使用のほかに方法はないと答え、政治や軍事の問題を解決する特別な力が自分たちにあるわけではないと書きました。「科学者の仕事は兵器をつくるまでで使い方は国・政治が決める」という考えが最後のブレーキを外したのだと自分は思います。
【もし〜していれば…】　
もし、原爆をつくった科学者たちが使い方にも責任を持って人のいない場所での公開実験を強く求めていれば、1945年末までに広島と長崎で亡くなった20万人以上の多くは命を落とさずにすんだかもしれません。日本の側でももしポツダム宣言を「黙殺」せずすぐに受け入れていれば原爆投下もソ連の参戦も避けられたかもしれないです。
課題2｜なぜ戦争は起こるのか ── 原因を掘る
一つ目は（技術・学問）の視点です。
学問の発見は、すぐに新しい兵器になりました。化学では、空気からアンモニアをつくるハーバー・ボッシュ法が海上封鎖を受けたドイツに火薬をつくり続けさせ（年表1914年6〜8月）、同じハーバーの化学が毒ガスを生みました。（年表1915年4月）物理学では、アインシュタインのE=mc²（年表1905年）と量子力学が原子核の中に巨大なエネルギーがあることがわかったせいで核分裂の発見からわずか6年8か月で原爆が使われました。（年表1938年12月・1945年8月）新兵器は戦争の被害を何倍にも大きくし、相手にも「もっと強い兵器を」と思わせ、戦争を止めにくくします。
二つ目は（思想）の視点です。
学問を兵器に向かわせたのは、思想でした。第一次世界大戦では「戦争のとき科学者は祖国のもの」という思想（ナショナリズム）が93人の宣言や毒ガスの開発を支えました（年表1914年10月、1915年4月）第二次世界大戦の前ではナチスの人種思想が相対性理論を「ユダヤ人の物理学」と攻撃して多くの科学者を国外に追い出しました（年表1933年）追われた科学者たちの「ナチスが先に原爆をつくる」という恐怖がアメリカの原爆開発につながりました（年表1939年8〜9月）二つ目の思想が、一つ目の学問の向かう先を決めてしまいました。
三つ目は（政治・国際関係）の視点です。
国際連盟にはアメリカが加わらず約束を破った国を止める力もありませんでした。日本とドイツは連盟を脱退しました（年表1933年）さらに、戦争が近づくと各国は研究を秘密にして相手が何をしているのか見えなくなりました。見えない相手への恐怖は開発競争を生んだことでドイツの原爆開発がほとんど進んでいないとわかってても計画は止まりませんでした。（年表1944年末）戦後すらも原子力を国際機関で管理する案はアメリカとソ連の不信の中で実現せず（年表1946年）ソ連の原爆がアメリカの水爆開発を呼びました（年表1949〜50年）国どうしの不信が見えない相手への恐怖を生んで一点目の開発競争を加速させました。
四つ目は（経済・産業）の視点です。
世界恐慌で失業者があふれたドイツでは、強い言葉で解決を約束するナチスが支持を伸ばしました（年表1929年10月）日本でも恐慌で農村が苦しむ中で満州を「日本の生命線」とする考えが広まり満州事変へと進みました。（年表1931年9月）さらに学問と産業と軍が強く結びつきました。ハーバー・ボッシュ法を工業化したのは化学会社であって原爆づくりには十万人以上が関わる巨大な産業が必要でした（年表1913年・1942年）経済の苦しさが二点目の過激な思想への支持につながり産業の力が一つ目の学問を巨大な兵器に変えました。
五つ目は（人の心）の視点で、これが私が調べていて見つけた「意外な原因」です。
①「相手もやるはずだから、しかたない」　
原爆の計画は「ドイツに先をこされないため」に始まりましたがその理由がなくなっても止まりませんでした。（年表1944年末）一度動き出したものは最初の理由が消えても止まらな買ったのです。
②「自分の担当はここまでだから、しかたない」　
原爆づくりに関わった十万人以上の多くは何をつくっているのかを知らされていませんでした。（年表1942年）科学顧問団でさえ政治や軍事の問題を解決する特別な力が自分たちにあるわけではない、と書いています。（年表1945年6〜7月）一人ひとりが担当だけを見ているうちに、全体を止める人がいなくなっていました。
③「できるのだから、やってみたい」　
オッペンハイマーは1954年に技術的に魅力的なものを見つけると人はまずやってしまって、どう使うかの議論は成功した後になる。原爆もそうだった。という意味のことを言いました。「知りたい」とか「つくってみたい」という学問の原動力そのものが兵器を進める力にもなります。
まとめ（原因のつながり）　経済の苦しさが過激な思想への支持を生み、思想と国どうしの不信が、学問を兵器づくりへ向かわせました。学問は新兵器となって戦争を大きくし、止めにくくしました。そして、その流れ全体を後ろから押していたのが、一人ひとりの心にある三つの気持ちだったのです。
[image: 原因のつながり図 · 3つの原因が学問を兵器へ向かわせ、人の心が後ろから押す]
原因のつながり図 · 3つの原因が学問を兵器へ向かわせ、人の心が後ろから押す
左の三つの原因が、中心にある「学問が兵器になる」流れに力を与えて下の「三つの気持ち」がそのすべてを後ろから押していました。（画像はAIで生成）
課題3｜立場を変えると、答えは変わるか
	立場
	その人になりきって ── 戦争は、してはいけないのか

	戦争の判断をする政治家（1945年夏、原爆を使うか判断するアメリカ大統領）
	「戦争を始めたのは日本だ。沖縄の戦いだけでも、1万人をこえるアメリカ兵が死んだ。本土に上陸すれば、さらに多くの若者が死ぬ。私の仕事は国民の命を守り、戦争を一日でも早く終わらせることだ。戦争はしてはいけない。だからこそ終わらせるためには最も強い手段を使う。」

	徴兵される若者（1943年、学徒出陣で軍隊に入る日本の文系の大学生）
	「大学で法律を学んでいた。理系の友人は研究に必要だからと大学に残った。自分は銃を持って戦場へ行く。学問が戦争の役に立つかどうかでだれが戦場へ行くかが決められた。戦場には行きたくない。でもここで断れば家族まで責められてしまう。」

	侵略を受けている国の市民（日本軍に攻めこまれた中国の町に住む市民）
	「ある日突然外国の軍隊が町にやってきて、家も家族も奪われた。私たちは戦争をしたかったわけではない。でも何もしなければすべてを失う。戦争をしかけることは許されない。けれど、守るための戦いまで「してはいけない」と言われたら、どうすればいいのか。」

	軍需産業で働く労働者（アメリカ・オークリッジの工場で、何をつくっているか知らされずに働く若い女性）
	「言われたとおりにメーターを見て、ダイヤルを回すのが毎日の仕事。何をつくっているのかは教えてもらえない。8月6日それが広島の原爆の材料だったと知った。私は戦争をしたつもりはなかった。でも知らないうちに戦争の一部になっていた。」

	毒ガスを開発した化学者（1915年、ドイツのハーバー）
	「平和なときには科学者は世界のものだ。しかし戦争のときには祖国のものだ。私の化学で戦争が早く終わればそれだけ多くの兵士の命が救われる。戦争はしてはいけない。だが、始まってしまった以上祖国のために学問を使うことが科学者の義務なのだ。」

	原爆をつくる科学者（オッペンハイマー）
	「量子力学を学んだのは、自然のしくみを知りたかったからだ。だが今は、ナチスより先に原爆を完成させなければ世界は終わる。科学者としてできる最高の仕事をするのが使命だ。でも爆弾が落とされたのはドイツではなく日本の二つの都市だった。戦争はしてはいけない。その最大の道具を、私は自分の手でつくってしまった。」

	広島で被爆した中学生（1945年8月6日の朝、建物を取りこわす作業に動員されていた）
	「あの朝、僕たちは町の中心で、火事が広がらないように建物を取りこわす作業をしていた。空が光ったあと多くの友だちが帰ってこなかった。原爆を決めた人もつくった人も僕たちの顔を知らない。戦争の始め方にも終わらせ方にも何一つ関われなかったのにいちばん重い被害を受けた。戦争は、絶対にしてはいけない」


自分の判断
大統領やアメリカ兵の立場からは、原爆は「戦争を早く終わらせ、多くの命を救ったもの」に見えました。ハーバーやオッペンハイマーの立場からは、自分の学問を祖国や世界のために使うことは正しいことに見えました。中国の市民の立場からは、戦争は「してはいけない」と言うだけでは自分たちを守れないものに見えました。
たしかに、攻めこまれた人が身を守るために戦うことまで自分は「してはいけない」とは言い切れません。平和主義者だったアインシュタインでさえ1933年軍備を広げるナチス・ドイツを前にして「もし自分がベルギー人なら、今の状況では兵役を断らない」と言って考えを変えました。立場の対立は人と人の間だけでなく一人の心の中にもあるのです。
しかし自分は、それでも戦争は「してはいけない」ものだと考えます。ハーバーの毒ガスも、オッペンハイマーの原爆もつくった本人は「正しい」と信じていました。それなのにいちばん重い被害を受けたのは広島の中学生のように判断に何一つ関われなかった人や、オークリッジの女性のように何も知らされないまま戦争の一部にされた人たちでした。アインシュタインも何回も大統領への手紙に署名したことを「人生における一つの大きなあやまち」と友人に語っています。（ドイツが先に原爆をつくる危険があった、という言い分は言いながら）戦争の最中の「正しい」や「しかたない」は、あとから振り返ると「別の道があった」ことが多いのです。
課題4｜戦争を防ぐ提案 ── 私だけの意見書
どうあがいても人間が80億人いて、すでに国家として分裂している時点で人それぞれ思想が違います。なので思想を一つにまとめるのは犠牲なしには不可能です。そこで逆に自分は犠牲を払えばある程度一つの方向に世界を誘導できると考えました。まず、今の世界では社会主義よりも資本主義の国の方が多く、資本主義国の多くは貧富の差があっても、社会主義国家よりも平和であったり産業が発達している国が多いです。それは自由を尊重しているから新たなアイディアや産業がたくさん生まれるからです。なので今回は資本主義中心の考えで構築しました。

具体的には、少し考えが偏っているのはわかったうえで、資本主義の国々が中心になる新しい国際連合をつくり、社会主義の国と今戦争をしている国を、武力制裁も使って抑えて管理する仕組みを提案します。そして、この連合のいちばんの前提を「戦争を始めた主導者は、12時間以内に最前線に立って戦う」という決まりにします。今の国際連合では、常任理事国が1か国でも反対すると大事なことを決められず（拒否権）、2022年にウクライナに侵攻したロシアに軍の撤退を求める決議案も、ロシア自身の拒否権で否決されました。
自分の提案：「新国連」
【いちばんの前提：始めた主導者は12時間以内に最前線へ】　
加盟国が戦争を始めたら、それを決めた主導者（大統領や首相など）は、12時間以内に一人の兵士として最前線に立って戦わなければなりません。課題0で自分は、戦争は権力者が自分たちの利益のために起こし、戦地へ行くのは社会的地位が低い人からだと書きました。この前提は、その順番をひっくり返すものです。犠牲を払うなら、まず決めた人から払うという考えです。もとにしたのは、デンマークの陸軍大将が考え、評論家の長谷川如是閑が日本に紹介した「戦争絶滅受合法案」（開戦から10時間以内に、国家元首や大臣などを最前線に送る案）です。自分の命がかかれば主導者は利益のための戦争を簡単には始められません。しかし攻めこまれて身を守る戦いはこの前提の対象にしません。
【加盟できる国の条件】　
条件はできるだけ低くして、多くの国が入れるようにします。①市場経済（資本主義）の国であること、②この前提をふくむ連合の決まりを守ると約束すること、の二つだけです。ブロック経済のように加盟国同士は関税をなるべく低く1%~5%に設定することで自由に貿易します。加盟国が攻められたときは、周りの加盟国で守ります。課題3で戦争は「してはいけない」と考えたので国が自分から戦争を始めること自体のハードルを上げて、力を使えるのは身を守るときと多数決で決めた制裁のときだけです。大事なことは多数決で決め、拒否権はつくらない/もしくは100年以上資本主義国家+今の政治が資本主義国家である国のみ拒否権を与え、拒否権は拒否権を持つ1/3以上にすることで一極集中を防げると考えました。
【社会主義の国と戦争中の国を抑えて管理する方法】
1. 兵器や兵器につながる技術・材料（ウランや毒ガスの原料など）は連合がリストにして管理し社会主義の国と戦争中の国には売りません。
2. 社会主義の国には資本主義（市場経済）に変わることと新しい兵器を増やさないことを求めます。ほかの国に攻めこんでいる国には、戦争をやめることを求めます。従わなければ、貿易を制限します（食べ物や薬は止めません）。
3. それでも従わない国には加盟国が軍を出し合って武力制裁を加えます。このときも前提は同じで、武力制裁に賛成した加盟国の主導者は12時間以内に最前線に立ちます。資本主義に変わったり戦争をやめたりすればすぐに制裁を解いて立ち直りを支援します。
実際に冷戦の時代には資本主義の国々が社会主義の国々へ兵器につながる品物や技術を輸出しない「ココム」という仕組みがあって日本も1952年に加わっていました。1950年の朝鮮戦争ではソ連が安全保障理事会を欠席していて拒否権が使われず韓国に攻めこんだ北朝鮮にアメリカ軍を中心とする国連軍が送られました。
【課題2の原因とのつながり】　
一つ目（技術・学問）には兵器につながる技術と材料の管理で対応します。学問の発見はすぐに毒ガスや原爆になったからです。二つ目（思想）では世界を資本主義という一つの方向にまとめることで対応します。思想の違うアメリカとソ連は、原爆から水爆へと開発競争を進めました。三つ目（政治・国際関係）には拒否権のない多数決と武力制裁で対応します。国際連盟には約束を破った国を止める力がありませんでした。四つ目（経済・産業）には、自由な貿易と助け合いで対応します。世界恐慌で苦しんだドイツや日本は過激な思想や満州の占領に走りました。五つ目（人の心）には最前線の前提で対応します。戦争を決める人がその結果をいちばん近くで引き受けるならだれも「自分の担当はここまで」とは言えなくなります。
1914年と1939年に持っていったら
【1914年のヨーロッパ】△　少しは効いても、止められなかった
1914年にはまだ社会主義の国がありませんでした。イギリス・フランス・ドイツなどの大国はどれも資本主義の国なのでみんなこの連合に加盟できたはずです。最前線の前提で戦争を始めるハードルが上がれば開戦を決めた皇帝や首相はためらったかもしれません。それでも多くの国が「自分たちは守るために戦っている」と主張しててドイツの93人の宣言もドイツがこの戦争を起こしたというのは本当ではないと書いています。誰が始めたのかを決められなければ前提は働きません。しかも当時は同盟の約束でサラエボ事件からわずか1か月あまりで大国が次々に参戦しました。「攻められた加盟国を周りの加盟国で守る」という約束も使い方をまちがえれば同じように戦争を一気に広げてしまいます。
【1939年の日本】×　前提をすり抜けられた
1939年の日本も資本主義の国だったのでこの連合に加盟できます（明治時代に資本主義が育った日本は100年に足りないので、拒否権を与える案でも拒否権は持てません）。しかし日本は、1937年に始まった中国との戦争を「支那事変」とよび、宣戦布告もしていませんでした。「戦争ではない」と言えば、前提から逃げられてしまいます。さらに1931年の満州事変では、政府が「広げない」と決めたのに現地の関東軍がそれを無視して満州全土を占領しました。軍が勝手に動けば誰が主導者なのかもはっきりしません。経済の面でも注意が必要です。1930年代にイギリスなどは仲間の国どうしの関税を低くして外の国には高い関税をかけるブロック経済をつくりました。日本やドイツはこれに対抗して自分たちの経済圏を広げようとしそれが第二次世界大戦の原因の一つになりました。この連合のブロック経済も外の国を締め出せば同じことが起きるかもしれません。また制裁で追いつめてもアメリカが石油の輸出を止めたあと日本がアメリカ・イギリスとの戦争を始めたようにかえって戦争は大きくなります。
前提を発展させた決まり
1914年と1939年のテストで見つかった抜け道をふさぐために、前提を次のように発展させます。
・宣戦布告をしなくても、「事変」とよんでも、ほかの国に軍を入れたら「戦争を始めた」とみなします（支那事変の教訓）。
・だれが始めたのかは、加盟国の多数決で12時間以内に決めます（1914年の教訓）。
・軍が勝手に戦争を始めたときは、その軍の指揮官と、それを止めなかった主導者の両方が最前線に立ちます（満州事変の教訓）。
・主導者だけでなく、戦争に賛成した大臣や議員も後に続きます。主導者が辞めても、この決まりからは逃げられません。
・拒否権を持つ国が自分から戦争を始めたら、その国の拒否権はなくなります（2022年のロシアの教訓）。
・連合の外の国への関税も上げすぎず、外の国を締め出しません（ブロック経済の教訓）。
・前提を守らない国は連合から外し、貿易を止めます。
この提案の限界
・核兵器を持つ社会主義の国（中国や北朝鮮）に武力制裁を加えれば、核戦争になるかもしれません。朝鮮戦争では中国が参戦して戦争が3年も続いてトルーマン大統領は原爆を使うことも「いつも検討してきた」と話しました。だから核兵器を持つ国には、武力より先に核兵器を減らす話し合いを続けます。
・最前線の前提を守らせられるのは加盟国だけです。連合の外にいる社会主義の国から見れるとこの連合は経済でも軍事でも自分たちを囲む「敵の同盟」に見えます。
・主導者が本当に最前線に立ったのかを確かめる方法が必要です。また、命をおしまない独裁者や、もともと軍人の主導者には、あまりおどしになりません。
・主導者が前線に立っても、いっしょに戦うのはやはりふつうの兵士です。社会的地位が低い人から戦地へ送られるということを完全には無くせません。
・拒否権を古くからの資本主義の国だけに与えると昔からの大国に有利な決まりになって新しく加わった国からは不公平に見えるかもしれません。
それでも、決める人が真っ先に危険を負う決まりで戦争を始めるハードルを上げれば、利益のために戦争を始める主導者は大きく減ると考えます。犠牲を払ってでも戦争をする国は損をして自由な貿易の輪に入る国は得をする世界へ誘導すること。そしてその犠牲をまず決めた人自身が払うこと。それが自分の意見書の中心です。
課題5｜到達点 ── 自分だけの正解
	観点
	はじめの私（課題0）
	いまの私（課題5）

	戦争を起こすのは
	各国の権力者
	権力者だけでなく、科学者やふつうの人の小さな気持ちがつながった大きな流れ

	戦争を起こす理由は
	権力者自身の利益
	利益だけでなく、「相手が先につくるかも」という恐怖や、「自分たちは正しい」という思い

	ふつうの人は
	権力者に戦地へ送られる側
	送られる側であると同時に、知らないうちに戦争を支える側にもなる

	いちばん重い被害を受けるのは
	社会的地位の低い人から順に
	戦争の判断から遠い人。総力戦では大学生や中学生、町に住むすべての人が巻きこまれる

	学問・科学は
	考えていなかった
	発見は、使い方しだいで兵器にも、戦争を止める力にもなる


課題0で自分は、戦争を「それぞれの国の権力者が自分たちの利益のために起こすもの」と書き実際に戦地へ行くのは社会的地位の低い人からだと考えていました。アインシュタインとオッペンハイマー、そして二つの大戦で兵器を生んだ学問の歴史をたどってみると、この考えは半分は当たっていましたが半分は足りませんでした。
当たっていたのは、利益が戦争の大きな原因だったことです。満州を「日本の生命線」として手に入れようとしたことや、戦争で仕事が増える軍需産業がその例です。また、戦争の判断に関われない人ほど重い被害を受けることも、課題3で確かめられました。
足りなかった点の
一つ目は戦争を進めたのが権力者だけではなかったことです。ハーバーは「戦争のとき科学者は祖国のもの」と信じて毒ガスをつくりアインシュタインとオッペンハイマーは「ナチスに先をこされたら世界が終わる」という恐怖と正義感から、原子爆弾の誕生に関わりました。三人とも権力者ではなく自分の利益のために動いたのでもありません。オークリッジの女性たちのように何をつくっているのか知らないまま戦争を支えた人も大勢いました。権力者がどれほど戦争をしたくても学問を持つ人やたくさんのふつうの人が協力しなければ戦争はできないのです。
二つ目は戦争の重さを背負うのが「地位の低い人」だけではなかったことです。日本では1943年にそれまで兵役を先のばしにされていた文系の大学生まで軍隊に入れられました。当時、大学に進めたのは限られた人だけでした。一方で理系の学生は、研究に必要だとして残されました。学問が戦争の役に立つかどうかでだれが戦場へ行くかが分けられたのです。広島では中学生が建物を取りこわす作業に動員され原爆は地位に関係なく町ごと命を奪割れました。総力戦では戦場が社会全体に広がります。地位が低く声の小さい人ほど重い負担を負わされやすいです。でも今の自分は本当の分かれ目は地位よりも「戦争の判断からどれだけ遠いか」だと考えています。
三つ目に課題0では考えてもいなかったことがあります。それは学問の力です。E=mc²は、もともと物質とエネルギーのしくみを知りたいという好奇心から生まれた式でした。その式が核分裂のエネルギーを説明し、核分裂の発見から6年8か月後には原爆が使われました。一方で核兵器の危険を世界に訴えたラッセル＝アインシュタイン宣言も学問を学んだ人たちから生まれました。発見そのものは善でも悪でもなくて使い方を決める人間の思想と気持ちしだいで兵器にも戦争を止める力にもなるのです。
だから、いまの自分の答えはこうです。
「戦争とは、権力者の利益や思想に、学問が生んだ新兵器と、「相手もやるはずだ」「自分の担当はここまで」「できるならやってみたい」という、ふつうの人の小さな気持ちが結びついて、だれもブレーキを踏めなくなった大きな流れのことであってその被害は、戦争の判断から遠い人ほど重くなる。」
じゃあ自分たちは戦争を防げるのか。自分は「完全に防げるとは言い切れない。でも、防げる可能性を大きくすることはできる」と考えmす。根拠は三つあります。
・どの時代にも「別の選択肢」はありました。1914年のアインシュタインの反対宣言、1944年に研究所を去ったロートブラット、1945年のフランク報告やシラードたちの請願、1949年のオッペンハイマーの水爆反対。
・学問が生んだ兵器に、ブレーキをかけた例があります。第一次世界大戦で使われた毒ガスは1925年に使うことが禁止されて1997年にはつくることも持つことも禁止して査察で確かめる化学兵器禁止条約ができました。また75年ほどの間に三度戦ったフランスとドイツは戦争の材料になる石炭と鉄鋼の共同管理からそれ以来一度も戦っていません。
・防げなかった理由もはっきりしています。ブレーキを踏んだ人の声は「少なすぎた」（署名がわずか4人の反対宣言）「届かなかった」（大統領に届かなかった請願）「罰せられた」（資格を取り上げられたオッペンハイマー）のです。
アインシュタインが最後に署名したラッセル＝アインシュタイン宣言は国や考え方のちがいより先に自分が人間であることを思い出してほしいと世界に呼びかけました。そして2024年、長年核兵器の廃絶を訴えてきた被爆者の団体日本被団協がノーベル平和賞を受けました。ブレーキを踏み続けた人の声は、時間がかかっても届くことがあるのです。
僕たち一人ひとりにできるのは「知らなかった」で終わらせずに知ろうとすること、学んだことが何に使われるのかを考えることそして「ちょっと待って」と言った人の隣に立つことだと思います。
参考資料
映画
Oppenheimer
アインシュタインと原爆
Youtube
https://youtu.be/WyDJmVydguI?si=b60SckPMBvZC3YpI
https://youtu.be/COHahFyMyzc?si=G-I2XoJta6k5mhIQ (1~6まで視聴)

インターネットのサイト（調べるのにAIを一部使用）
	サイト名
	サイトのURL

	広島市「広島平和記念資料館 学習ハンドブック 原爆被害の実相」
	https://www.city.hiroshima.lg.jp/atomicbomb-peace/1036658/1021119/1026964/1026965/1020958.html

	広島市「核兵器禁止条約の概要」
	https://www.city.hiroshima.lg.jp/atomicbomb-peace/1036662/1038132/1015039.html

	長崎市「ながさきの平和」
	https://nagasakipeace.jp/

	理化学研究所
	https://www.riken.jp/pr/historia/nakane_ryohei/index.html

	都立第五福竜丸展示館
	https://d5f.org/

	早稲田大学 歴史館
	https://www.waseda.jp/culture/archives/?p=7722

	外務省
	https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/bwc/cwc/opcw.html

	外務省
	https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/bwc/torikumi.html

	広島平和研究所
	https://www.peace.hiroshima-cu.ac.jp/?p=4408

	「ラッセル＝アインシュタイン宣言」
	https://kotobank.jp/word/%E3%82%89%E3%81%A4%E3%81%9B%E3%82%8B%E3%81%82%E3%81%84%E3%82%93%E3%81%97%E3%82%86%E3%81%9F%E3%81%84%E3%82%93%E5%AE%A3%E8%A8%80-1613337

	「パグウォッシュ会議」
	https://kotobank.jp/word/%E3%83%91%E3%82%B0%E3%82%A6%E3%82%A9%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A5%E4%BC%9A%E8%AD%B0-3164735

	Science History Institute
	https://www.sciencehistory.org/education/scientific-biographies/fritz-haber/

	ノーベル賞公式サイト
	https://www.nobelprize.org/prizes/chemistry/1918/haber/biographical/

	ハーバーの言葉
	https://kehilalinks.jewishgen.org/wroclaw/Fritz_Haber.html

	Wikipedia英語版「Fritz Haber」（93人の宣言への署名、ノーベル賞への批判）
	https://en.wikipedia.org/wiki/Fritz_Haber
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